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こんなことが決まりました

小野東小学校体育館改築工事の概要

6月定例会一般質問発言者

一般質問の内容について

常任委員会審査報告 等

会派行政視察報告

9月定例会傍聴案内

議会の動き 等

6月定例会－主な内容－6月定例会－主な内容－6月定例会－主な内容－

旭丘中学校旭丘中学校

一 般 質 問

第386回　6月定例会

・井上日吉　・川名善三

・藤原　章　・竹内　修

・小林千津子　・高坂純子

・前田光教　・山中修己

かわ な ぞうよし

ばやしこ ち づ こ たか さか じゅん こ

いの うえ よしひ

ふじ わら あきら たけ うち おさむ

まえ だ みつ のり やま なか おさ み
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小野市議会だより

3月
定例会
6月
定例会
6月
定例会
6月
定例会
6月
定例会
6月
定例会

小
野
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
市
道
４
４
５
８
号
線
　
Ｌ
＝
２
６
８．
０
ｍ
　
市
場
町

　
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
伴
い
、
新
都

市
中
央
線
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
を
新

規
認
定
す
る
も
の
。

小
野
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

　
市
道
４
３
５
０
号
線
　
Ｌ
＝
１
３
９．
３
０
ｍ
　
市
場
町

　
新
都
市
中
央
線
に
接
続
す
る
た
め
起
点
を
変
更
す
る

も
の
。

小
野
市
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
平
成

２５
年
７
月

２１
日
で
任
期
満
了
す
る
油
井
五
郎
氏
の

後
任
と
し
て
、
進
藤
繁
輝
氏
を
公
平
委
員
会
委
員
に
選

任
す
る
た
め
、
地
方
公
務
員
法
第
９
条
の
２
第
２
項
の

規
定
に
よ
り
、
議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
。

 
丸
山
町
 

進
藤
繁
輝
氏
（
新
任
）

市
立
小
野
東
小
学
校
体
育
館
改
築
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
契
約
の
相
手
方

 
 

加
古
川
市
野
口
町
良
野
１
５
０
６
番
地

 
 

前
川
建
設
株
式
会
社

 
 
 

代
表
取
締
役
　
前
川
 

容
洋

　
契
約
金
額
　
２
億
７，
９
８
２
万
５，
０
０
０
円

平
成
２５
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
補
　
正
　
額
　
　
　
　
７
７
７，
０
０
０
千
円
　
追
加

　
補
正
後
総
額
　
２
０，
５
９
７，
０
０
０
千
円

平
成
２５
年
度
小
野
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
資
本
的
収
入

　
　
補
　
正
　
額
　
７
０
０，
０
０
０
千
円
　
追
加

　
　
補
正
後
総
額
　
７
８
３，
２
０
０
千
円

　
資
本
的
支
出

　
　
補
　
正
　
額
　
１，
２
２
８，
５
２
１
千
円
　
追
加

　
　
補
正
後
総
額
　
１，
４
４
７，
３
２
１
千
円

２



３

小野市議会だより

・�構　　造　　鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造）２階建て

・�整備面積　　約１，２５０㎡

・�整備内容　　１階：アリーナ（バレーボールコート２面、バドミントンコート３面の面積有）
　　　　　　　　　　ステージ、トイレ（多目的トイレあり）、倉庫等

　　　　　　　２階：軽運動室、会議室（空調設備あり）、管理通路

・�完成予定　　平成２６年３月

浄谷黒川丘陵地整備事業
浄谷黒川丘陵地の土地利用構想を策定するた
めの基本設計、環境調査等に係る経費

内　　　　　　　容 補正額担当課 補正後

２１,８００総合政策部 ２１,８００新規

公共交通活性化事業経費
小野市地域公共交通会議における総合時刻表
作成に対する補助

４００総合政策部 ４,４００追加

地域生活支援事業等経費
障がい児タイムケア事業所への開設補助等

８,８００社会福祉課 ６９,４９５追加

風疹予防接種緊急対策経費
風疹による妊婦・胎児への健康被害を未然に防止
するため、緊急的に成人の予防接種費用を助成

２５,０００健　康　課 ２５,０００新規

企業債償還元利負担金等
市民病院債の繰上償還に係る財源貸付

７００,０００財　政　課 ７９１,８５１追加

白雲谷温泉運営管理基金積立金
白雲谷温泉ゆぴかの黒字決算確定に伴う基金積立

２１,０００観　光　課 ２３,３００追加

（単位：千円）

補正総額　７７７，０００千円

　今回の補正予算では、風疹への緊急対策として予防接種費用の助成経費や、浄谷黒川丘
陵地の利活用構想策定経費、市民病院債の繰上償還に係る貸付を予算化しています。
　このほかに、障がい児タイムケア事業所の開設支援や、白雲谷温泉ゆぴかの昨年度黒字
額の積立経費、コミュニティバス等の総合時刻表作成に対する補助金を措置しています。

平成２５年度　一般会計６月補正予算概要平成２５年度　一般会計６月補正予算概要平成２５年度　一般会計６月補正予算概要
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容

市立小野東小学校体育館改築工事の概要

平成２５年７月に大規模改修が完了した校舎

市立小野東小学校体育館完成予想図

３
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小野市議会だより

井
上
日
吉
議
員

・
自
立
型
職
員
の
育
成
に
つ
い
て

・
安
全
、
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

・
生
活
保
護
及
び
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
就
労
に

　
つ
い
て

川
名
善
三
議
員

・
障
害
者
雇
用
の
拡
大
に
つ
い
て

・
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
の
施
行
に
つ
い
て

・
転
校
生
へ
の
対
応
に
つ
い
て

藤
原
　
章
議
員

・
議
案
第

３３
号
小
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
浄
谷
黒
川
丘
陵
地
整
備
事
業
に
つ
い
て

・
公
共
工
事
の
労
務
賃
金
に
つ
い
て

・
生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て

・
小
野
市
福
祉
給
付
制
度
適
正
化
条
例
に
つ
い
て

竹
内
　
修
議
員

・
議
案
第

３３
号
　
平
成

２５
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

小
林
千
津
子
議
員

・
女
性
の
社
会
進
出
に
つ
い
て

・
地
域
の
交
流
施
設
に
つ
い
て

・
議
案
第

３３
号
小
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
浄
谷
黒
川
丘
陵
地
整
備
事
業
に
つ
い
て

�
坂
純
子
議
員

・
小
野
市
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
に
つ
い
て

・「
コ
ミ
セ
ン
の
寺
子
屋
」
事
業
の
今
後
の
展
開
に

　
つ
い
て

・
風
疹
予
防
接
種
へ
の
助
成
事
業
に
つ
い
て

前
田
光
教
議
員

・
４０
周
年
を
迎
え
た
姉
妹
都
市
交
流
（
提
携
）
に

　
つ
い
て

・
市
民
病
院
運
営
と
閉
鎖
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

・
少
子
化
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
施
策
に
つ
い
て

山
中
修
己
議
員

・
お
の
桜
づ
つ
み
回
廊
の
更
な
る
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

　
に
つ
い
て

・
白
雲
谷
温
泉
ゆ
ぴ
か
整
備
事
業
に
つ
い
て

・
小
野
市
福
祉
給
付
制
度
適
正
化
条
例
成
立
後
の

　
状
況
に
つ
い
て

・「
小
野
市
職
員
給
与
削
減
せ
ず
」
の
公
表
に
つ
い
て

高朞

市議会HP内の「ビデオライブラリ」からも、
議会の様子をご覧いただけます。

HPアドレス：http://www.ono-sigikai.jp/

平成25年

6月定例会
平成25年

6月定例会
平成25年

6月定例会
平成25年

6月定例会

(一般質問は発言した議員が編集しました)

（修学旅行  エイサー体験）

４
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井
上
日
吉
議
員

改
革
ク
ラ
ブ

自
立
型
職
員
の
育
成
に
つ
い
て

　質
問
　
自
立
型
人
材
育
成
の
基
本
条
件

　答
弁
　
豊
か
な
感
性
を
持
ち
、
高
い
専
門

知
識
や
、
企
画
立
案
能
力
を
備
え
、
市
民

の
目
線
に
立
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
る
職
員
を
育
て
る
こ
と
で
あ
る
。

（
市
当
局
）

　質
問
　
小
野
市
の
目
指
す
職
員
像

　答
弁
　
組
織
方
針
を
意
識
し
、「
行
政
の

プ
ロ
」
と
し
て
、
物
事
に
主
体
的
に
取
り

組
む
資
質
、
高
い
専
門
能
力
、
業
務
遂
行

の
中
か
ら
課
題
を
見
つ
け
、
市
民
目
線
で

問
題
の
解
決
に
向
け
て
行
動
が
で
き
る
職

員
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
職
員
に
求
め
ら
れ
る
基
本
的
能
力

　答
弁
　
主
務
級
以
下
の
職
員
は
上
司
の
指

示
に
従
い
、
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
に

新
た
な
視
点
、
発
想
で
職
場
の
活
性
化
を

図
り
、
公
平
、
公
正
、
正
確
、
迅
速
に
事

務
を
行
う
能
力
が
求
め
ら
れ
る
。（

市
当
局
）

安
全
、
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

　質
問
　
安
全
、安
心
の
活
動
と
内
容
に
つ
い
て

　答
弁
　
安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
現
在
、

８
台
、

１５
名
体
制
で
、
内
１
台
は
夜
間
９

時
３０
分
ま
で
の
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
、
市
内
を
７
地
区
に
分
け
て
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
防
犯
灯
の
設
置
状
況
、
今
後
の
整

備
計
画
に
つ
い
て

　答
弁
　
防
犯
灯
の
設
置
状
況
は
本
年
３
月

末
現
在
で
、
町
管
理
分
（
２，
０
３
１
灯
）

市
管
理
分
（
２
４
８
灯
）
合
計
（
２，
２

７
９
灯
）
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度

は
、
自
治
会
か
ら
の
申
請
で
、

４８
灯
を
設

置
、
本
年
度
は
７
灯
の
申
請
が
あ
り
、
設

置
を
進
め
て
い
ま
す
。
　
　
　（
市
当
局
）

　再
々
質
問
　
防
犯
灯
の
設
置
促
進
に
つ
い
て

　答
弁
　
現
在
あ
る
防
犯
灯
を
倍
増
（
５，

０
０
０
灯
）
ま
で
に
す
る
新
規
事
業
を
来

年
度
の
予
算
案
と
し
て
提
出
し
、
議
会
の

承
認
を
得
て
街
全
体
を
明
る
く
し
て
い
く
。

ま
た
設
置
費
用
、
維
持
費
は
市
側
の
負
担

と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
長
）

障
害
者
雇
用
の
拡
大
に
つ
い
て

　質
問
　
官
公
庁
に
お
け
る
法
定
雇
用
率
が

２．３
％
、
教
育
委
員
会
等
２．２
％
と
な
っ
た
が
、

小
野
市
の
現
状
に
つ
い
て

　答
弁
　
市
長
部
局
に
お
い
て
は
平
成

２５
年

６
月
１
日
現
在
で
７
人
、
雇
用
率
は

２．５９
％
、

又
教
育
委
員
会
に
お
い
て
も
現
在
１
人
、

雇
用
率
は

２．３１
％
で
法
定
雇
用
率
を
満
た
し

て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
の
施
行

に
つ
い
て

　質
問
　
法
律
で
は
調
達
指
針
の
策
定
が
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、
小
野
市
の
対
応
に
つ

い
て

　答
弁
　
市
で
は
調
達
方
針
策
定
に
係
る
第

１
段
階
と
し
て
、
市
内
の
就
労
移
行
支
援

（
小
野
起
生
園
）、
就
学
継
続
支
援
Ａ
型

（
小
野
福
祉
工
場
、
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
す

み
れ
）、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
（
小
野
福

祉
工
場
、
ひ
ま
わ
り
園
）、
生
活
介
護
（
小

野
起
生
園
、
ひ
ま
わ
り
園
、
こ
す
も
す
の

里
）
を
行
う
施
設
に
対
し
、
当
該
施
設
が

供
給
可
能
な
物
品
等
の
調
査
を
実
施
し
、

そ
の
実
態
を
取
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
後
は
供
給
で
き
る
物
品
等
の
内
容

や
特
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
諸
課
題
の
整
理

と
調
整
に
取
組
み
早
期
に
実
効
性
の
あ
る

調
達
指
針
を
策
定
し
、
計
画
的
な
調
達
を

実
施
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

転
校
生
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　質
問
　
転
校
生
へ
の
指
導
方
針
に
つ
い
て

　答
弁
　
転
校
生
へ
の
支
援
方
針
と
し
て
、

生
活
面
で
は
新
た
な
学
校
、
級
友
な
ど
に

上
手
に
順
応
で
き
る
よ
う
担
任
教
諭
を
中

心
に
全
職
員
が
日
常
会
話
を
重
視
し
、
生

活
ノ
ー
ト
な
ど
を
活
用
し
て
生
活
状
況
を

き
め
細
か
く
掌
握
す
る
よ
う
努
め
、
必
要

に
応
じ
三
者
面
談
な
ど
を
随
時
実
施
し
て

い
る
。
学
習
面
で
は
地
域
に
よ
っ
て
学
習

の
進
度
は
多
少
前
後
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
、

転
入
時
に
進
度
を
直
接
確
認
し
、
放
課
後

で
の
個
別
指
導
、
夏
休
み
や
冬
休
み
で
の

補
習
な
ど
に
努
め
て
い
る
。
　（
市
当
局
）

川
名
善
三
　

議
員

公
　
明
　
党

小野市議会だより



６

藤
原
　
　

章
　

議
員

日
本
共
産
党

竹
内
　
修
　

議
員

公
　
明
　
党

浄
谷
黒
川
丘
陵
地
整
備
事
業
に
つ

い
て

　質
問
　
今
回
策
定
す
る
利
活
用
構
想
は
地

域
全
体
な
の
か
、
あ
る
い
は
地
域
の
一
部

に
係
わ
る
も
の
な
の
か
。
ま
た
、
ど
の
程

度
の
内
容
と
具
体
性
を
持
っ
た
構
想
と
す

る
の
か
。

　答
弁
　
区
域
全
体
に
つ
い
て
、
土
地
利
用

の
基
本
的
な
考
え
方
、
利
用
形
態
別
の
ゾ

ー
ニ
ン
グ
、
整
備
ま
た
は
誘
致
す
る
施
設

の
種
別
な
ど
を
検
討
し
た
い
。（
市
当
局
）

公
共
工
事
の
労
務
賃
金
に
つ
い
て

　質
問
　
国
土
交
通
省
は
「
公
共
工
事
設
計

労
務
単
価
」
を
全
国
平
均
で
１
５．

１
％

引
き
上
げ
た
が
、
小
野
市
は
「
新
労
務
単

価
」
の
適
用
に
つ
い
て
ど
う
対
処
し
て
い

る
の
か
。

　答
弁
　「
新
労
務
単
価
」
を
適
用
し
、
適

切
に
運
用
し
て
い
ま
す
。
 

（
市
当
局
）

生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て

　質
問
　
８
月
か
ら
引
き
下
げ
ら
れ
る
生
活

保
護
基
準
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
小
野
市

の
受
給
者
は
ど
う
な
る
の
か
。

　答
弁
　
見
直
し
が
完
了
す
る
３
年
後
と
比

較
す
る
と
、
増
加
が

１７
％
、
１
％
以
内
の

減
少
が
８
％
、
３
％
以
内
の
減
少
が

６３
％
、

５
％
以
内
の
減
少
が
５
％
、
５
％
以
上
の

減
少
が
７
％
と
な
り
ま
す
。
　（
市
当
局
）

小
野
市
福
祉
給
付
制
度
適
正
化
条
例

に
つ
い
て

　質
問
　
本
条
例
制
定
以
後
届
け
ら
れ
た
自

由
法
曹
団
と
全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会

の
「
廃
止
・
撤
廃
を
求
め
る
」
意
見
書
の

中
に
は
「
違
法
な
『
指
導
又
は
指
示
』
が

な
さ
れ
な
い
教
育
・
指
導
」「
申
請
を
た

め
ら
う
こ
と
の
な
い
対
応
・
配
慮
」「
丁

寧
な
生
活
指
導
、
医
師
等
に
よ
る
治
療
の

方
策
」「
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
の
充
実
」
等
の

ご
意
見
が
あ
る
が
、
ど
う
思
う
か
。

　答
弁
　
提
起
さ
れ
て
い
る
ご
意
見
に
関
し

て
は
、
そ
の
多
く
を
既
に
実
施
し
て
お
り
、

「
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
の
充
実
」
に
つ
い
て
は
、

今
後
と
も
努
力
し
た
い
。
　
　（
市
当
局
）

議
案
第
３３
号
 

平
成
２５
年
度
小
野
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て

　質
問
　
安
全
対
策
費
４
０
０
千
円
の
具
体

的
内
容
に
つ
い
て

　答
弁
　
本
年
度
、
国
に
お
い
て
、
新
た
に

「
地
域
協
働
推
進
事
業
費
補
助
金
制
度
」

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
持
続
可
能

な
地
域
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
を
、
地
域
と
協
働
で
行
う
利
用
促
進
な

ど
の
取
り
組
み
に
対
し
、
事
業
費
の
二
分

の
一
を
国
か
ら
各
地
域
の
公
共
交
通
に
関

す
る
協
議
会
へ
助
成
さ
れ
る
制
度
で
す
。

北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
開
院
な
ど

に
伴
い
、
全
戸
配
布
す
る
『
ら
ん
ら
ん
バ

ス
』
の
新
た
な
時
刻
表
の
作
成
費
の
半
額

を
市
の
補
助
金
と
し
て
協
議
会
へ
交
付
す

る
も
の
で
す
。
　
　
　
 

　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
障
害
福
祉
費
８，

８
０
０
千
円
の

具
体
的
内
容
に
つ
い
て

　答
弁
　
こ
の
補
正
予
算
は
、
障
が
い
を
有

さ
れ
る
児
童
を
対
象
と
し
た
タ
イ
ム
ケ
ア

事
業
の
利
用
者
が
、
当
初
予
定
し
て
い
た

人
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、

所
要
見
込
み
額
の
増
額
補
正
を
お
願
い
す

る
も
の
で
す
。

 
こ
の
事
業
は
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま

で
の
障
が
い
児
を
対
象
に
、
下
校
後
や
夏

休
み
等
の
長
期
休
暇
時
に
お
け
る
活
動
の

場
を
確
保
し
、
障
が
い
児
の
保
護
者
の
就

労
支
援
と
と
も
に
、
障
が
い
児
を
日
常
的

に
ケ
ア
さ
れ
て
い
る
家
族
の
一
時
的
な
休

息
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

 
平
成

２４
年
度
ま
で
は
、
小
野
市
起
生
園

に
お
い
て
利
用
者

１０
人
程
度
で
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
た
に
６
人
の
方

か
ら
事
業
の
利
用
希
望
が
あ
り
、
神
戸
電

鉄
株
式
会
社
に
事
業
所
開
設
を
打
診
、
小

野
駅
舎
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
実

施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

 
改
修
工
事
等
の
補
助
金
と
し
て
２
０
０

万
円
、
扶
助
費
と
し
て
６
８
０
万
円
を
補

正
。
扶
助
費
に
つ
い
て
は
、
４
分
の
３
が

国
、
県
の
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
市
当
局
）

小野市議会だより



７

女
性
の
社
会
進
出
に
つ
い
て

　質
問
　
自
治
会
役
員
女
性
参
画
推
進
事
業

補
助
金
の
趣
旨
と
内
容
。
現
時
点
で
の
取

組
状
況
に
つ
い
て

　答
弁
　
市
民
の
一
番
身
近
な
組
織
で
あ
る

自
治
会
へ
の
女
性
の
参
画
が
、
防
災
、
減

災
、
高
齢
者
対
策
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
時

代
に
即
し
た
地
域
の
再
構
築
に
必
要
で
す
。

女
性
な
ら
で
は
の
発
想
は
、「
住
ん
で
よ

か
っ
た
」
と
思
え
る
町
づ
く
り
の
た
め
の

自
治
会
改
革
を
後
押
し
す
る
も
の
で
す
。

自
治
会
役
員
に
、
２
名
以
上
の
女
性
を
継

続
的
に
登
用
し
、
意
思
決
定
の
場
に
参
画

で
き
る
こ
と
を
要
件
に
、
年
額

１０
万
円
、

三
役
に
就
い
た
場
合
は
更
に

１０
万
円
加
算

の
補
助
金
を
３
年
の
期
限
付
で
支
給
し
ま

す
。
現
時
点
で
は
、
５
自
治
会
が
申
請
さ

れ
、
申
請
に
向
け
意
欲
的
に
検
討
さ
れ
て

い
る
自
治
会
が
あ
り
ま
す
。
身
近
な
自
治

会
役
員
を
男
女
が
共
に
担
っ
て
い
く
こ
と

で
、
男
女
共
同
参
画
意
識
が
地
域
に
広
が

り
、
少
し
ず
つ
審
議
会
や
団
体
の
ト
ッ
プ

に
女
性
が
選
任
さ
れ
る
き
っ
か
け
づ
く
り

に
成
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。（
市
当
局
）

地
域
の
交
流
施
設
に
つ
い
て

　質
問
　
コ
ミ
レ
ス
と
地
域
の
連
携
及
び
小

野
市
の
観
光
戦
略
と
し
て
果
た
す
役
割
に

つ
い
て

　答
弁
　
市
内
の
コ
ミ
レ
ス
は
、
地
域
住
民

が
地
域
の
活
性
化
や
地
元
農
産
物
の
地
産

地
消
を
目
的
に
立
ち
上
げ
た
組
織
で
す
。

各
コ
ミ
レ
ス
で
は
、
地
域
の
団
体
等
と
の

連
携
が
円
滑
に
図
ら
れ
た
う
え
で
、
周
辺

地
域
の
観
光
資
源
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
観
光
戦
略
を
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。「
誉
田
の
館
い
ろ
ど
り
」
は
、
東
条

川
や
小
田
城
跡
を
見
下
ろ
す
絶
好
の
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
か
ら
小
野
市
の
新

た
な
観
光
資
源
に
成
り
う
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

 
コ
ミ
レ
ス
は
、
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
で
あ
り
、
防
災
、
減
災
、
地
域

の
福
祉
の
場
で
あ
る
。
地
域
の
方
々
に
喜

ん
で
頂
け
る
居
場
所
づ
く
り
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
。
　
　
　
　
　
 

　（
市
長
）

小
野
市
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携

計
画
に
つ
い
て

　質
問
　
ら
ん
ら
ん
バ
ス
の
１０
月
ダ
イ
ヤ
改

正
に
伴
い
、
市
内
全
地
域
か
ら
北
播
磨
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
接
続
に
つ
い
て
問
う
。

　答
弁
　
市
民
の
皆
様
が
利
用
し
や
す
い
よ

う
、
こ
れ
ま
で
の

１０
ル
ー
ト
全
て
に
つ
い

て
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
を
経
由
さ

せ
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。（
市
当
局
）

　質
問
　
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
企
業

団
で
は
神
鉄
樫
山
駅
、
Ｊ
Ｒ
市
場
駅
を
結

ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
神
鉄
小
野
駅
に
も
停
車
出
来
な
い
か
、

企
業
長
で
も
あ
る
市
長
の
考
え
を
問
う
。

　答
弁
　
小
野
駅
と
樫
山
駅
間
は
近
い
こ
と

も
あ
る
の
で
難
し
い
が
議
論
は
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
長
）

　質
問
　
ら
ん
ら
ん
バ
ス
を
利
用
し
た
い
が

バ
ス
停
ま
で
遠
い
、
狭
く
て
バ
ス
が
入
れ

な
い
等
の
声
が
あ
る
。
民
間
業
者
と
の
兼

ね
合
い
も
あ
る
が
、
小
型
デ
マ
ン
ド
バ
ス

を
走
行
さ
せ
る
の
も
一
案
と
考
え
る
が
。

　答
弁
　
市
内
で
も
地
域
間
格
差
が
あ
る
。

ど
う
あ
る
べ
き
か
、
前
向
き
に
検
討
し
た

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
長
）

「
コ
ミ
セ
ン
の
寺
子
屋
」
事
業
の

今
後
の
展
開
に
つ
い
て

　質
問
　
地
域
の
公
民
館
を
活
用
し
て
寺
子

屋
事
業
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　答
弁
　
や
が
て
、
市
内
各
地
で
開
設
さ
れ

る
こ
と
を
想
定
し
た
う
え
で
の
、
先
行
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
地
域
の
皆
様
と
と
も
に

注
力
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

風
疹
予
防
接
種
へ
の
助
成
事
業
に

つ
い
て

　質
問
　
現
在
の
助
成
対
象
者
枠
を
妊
婦
の

同
居
の
家
族
と
し
、
年
齢
制
限
も
妊
娠
を

望
む
女
性
へ
と
広
げ
て
は
ど
う
か
。

　答
弁
　
県
や
他
市
に
先
駆
け
て
実
施
し
た

た
め
対
象
者
に
少
し
相
違
が
あ
っ
た
。
広

報
７
月
号
に
対
象
者
の
拡
大
の
改
正
内
容

を
掲
載
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　（
市
長
）

小
林
千
津
子
　

議
員

市
民
ク
ラ
ブ

市
民
ク
ラ
ブ

小野市議会だより

高
坂
純
子
　

議
員



８

４０
周
年
を
迎
え
た
姉
妹
都
市
交
流

（
提
携
）に
つ
い
て

　質
問
　
小
野
市
か
ら
の
訪
問
団
受
入
れ
、

リ
ン
ゼ
イ
市
か
ら
の
訪
問
団
受
入
れ
、
今

後
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

　答
弁
　
４
月
訪
問
時
に
は
ア
メ
リ
カ
ン
ス

タ
イ
ル
で
の
歓
迎
を
受
け
、「
小
野
市
公

園
通
り
」
命
名
式
に
参
加
を
し
た
。
本
年

の
小
野
ま
つ
り
時
期
に
合
わ
せ

１０
名
の
訪

問
団
を
受
入
れ
、
小
野
ま
つ
り
舞
台
上
で

協
定
書
調
印
式
を
行
う
。
今
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
小
野
市
国
際
交
流
協
会
が
中
心
と
な

り
、
民
と
民
に
よ
る
交
流
を
図
っ
て
い
き

た
い
。
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
・
市
長
）

市
民
病
院
運
営
と
閉
鎖
に
向
け
た

取
組
み
に
つ
い
て

　質
問
　
未
収
金
徴
収
、
売
却
不
動
産
以
外

の
固
定
資
産
処
置
、
運
営
統
括
本
部
に
つ

い
て
問
う
。

　答
弁
　
未
収
金
徴
収
計
画
を
立
て
、
組
織

と
し
て
全
力
で
徴
収
業
務
を
実
行
す
る
。

医
師
・
看
護
師
公
舎
は

１０
月
１
日
付
で
普

通
財
産
に
切
換
え
、
以
降
処
分
方
法
を
検

討
す
る
。
運
営
統
括
本
部
は
、
収
益
の
確

保
、
市
民
の
不
安
の
解
消
、
新
病
院
へ
の

円
滑
な
移
行
を
担
い
、
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
配
置
等
、
職
員
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。（
市
当
局
）

少
子
化
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援

施
策
に
つ
い
て

　質
問
　
小
野
市
の
保
育
園
が
担
う
役
割
、

保
育
料
に
つ
い
て
問
う
。

　答
弁
　
小
野
市
は
幼
稚
園
が
２
園
と
い
う

事
も
あ
り
、
就
学
前
教
育
を
期
待
さ
れ
て

い
る
特
色
が
あ
る
。
現
在
、
国
基
準
か
ら

算
出
で
き
る
保
育
料
を
約

２０
％
程
度
市
が

負
担
し
て
い
る
が
、
更
な
る
軽
減
に
向
け
、

組
織
改
革
を
前
提
と
し
、
平
成

２６
年
４
月

か
ら
ど
の
程
度
の
補
助
率
が
望
ま
し
い
か

真
剣
に
考
え
る
。
大
い
な
る
話
し
合
い
が

必
要
で
あ
る
。
　
 

　（
市
当
局
・
市
長
）

「
小
野
市
職
員
給
与
削
減
せ
ず
」
の

公
表
に
つ
い
て

　質
問
　
５
月
１０
日
臨
時
議
会
で
の
公
表

に
つ
い
て
の
趣
旨
を
問
う
。

　答
弁
　
行
財
政
改
革
、
人
件
費
削
減
に
関

し
て
は
、
国
か
ら
言
わ
れ
る
ま
で
も
な
く
、

「
行
政
も
ま
さ
に
経
営
」
と
の
考
え
の
下
、

組
織
と
し
て
総
人
件
費
削
減
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
結
果
、
小
野
市
職
員
数
は

１０
万
人
未
満
の
市
で
は
県
内
最
少
と
な
っ

て
お
り
、
理
屈
に
あ
わ
な
い
各
種
手
当
を

ほ
ぼ
全
廃
し
、
地
域
手
当
、
職
員
互
助
会

へ
の
支
出
も
全
廃
し
ま
し
た
。
結
果
総
人

件
費
は
年

６．６
億
円
も
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

 
こ
の
度
の
国
の
要
請
は
地
方
分
権
の
流

れ
に
反
し
、
自
治
体
の
自
主
性
を
阻
害
す

る
も
の
で
す
。
仕
事
の
質
を
落
さ
ず
、
自

治
体
運
営
を
行
う
た
め
、
公
務
員
の
人
件

費
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
が
、
本
来
議
論
さ

れ
る
べ
き
で
す
。
今
回
の
決
断
は
小
野
ら

し
さ
を
も
っ
た
政
策
を
実
行
す
る
た
め
の

表
わ
れ
で
あ
り
、「
更
な
る
成
果
」
へ
の

決
意
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
市
長
）

小
野
市
福
祉
給
付
制
度
適
正
化
条
例

成
立
後
の
状
況
に
つ
い
て

　答
弁
　
生
活
保
護
等
の
動
向
、
情
報
提
供

の
状
況
を
整
理
・
分
析
し
た
後
、
適
正
化

協
議
会
を
立
ち
上
げ
ま
す
。
推
進
員
は
そ

の
協
議
会
の
中
で
検
討
い
た
だ
く
こ
と
と

し
て
お
り
、
今
年
度
末
ま
で
に
決
定
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

お
の
桜
づ
つ
み
回
廊
の
更
な
る

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

　答
弁
　「
西
日
本
最
大
級
の
桜
づ
つ
み
回

廊
」
は
、
小
野
市
が
誇
る
素
晴
ら
し
い
観

光
資
源
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
堤
防
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
安
全
面
を
第
一
に
考
慮
し
、

地
元
と
連
携
し
て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
等
、
観

光
施
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

 
（
市
当
局
）

山
中
修
己
　

議
員

市
民
ク
ラ
ブ

前
田
光
教
　

議
員

市
民
ク
ラ
ブ

小野市議会だより
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◎総務文教常任委員会◎
議案第３３号　平成２５年度小野市一般会計補正予算（第１号）
議案第３８号　市立小野東小学校体育館改築工事請負契約に
　　　　　　 ついて

　審査の結果、反対
討論はなく、全会一
致で可決すべきと決
まりました。

◎民生地域常任委員会◎
議案第３３号　平成２５年度小野市一般会計補正予算（第１号）
議案第３４号　平成２５年度小野市病院事業会計補正予算（第１号）
議案第３５号　小野市道路線の認定について
議案第３６号　小野市道路線の変更について

　審査の結果、反対
討論はなく、全会一
致で可決すべきと決
まりました。

常
任
委
員
会
審
査
報
告

常
任
委
員
会
審
査
報
告

常
任
委
員
会
審
査
報
告

常
任
委
員
会
審
査
報
告

常
任
委
員
会
審
査
報
告

≪常任委員会に付託された議案≫

常任委員会研修会を開催しました常任委員会研修会を開催しました
　市議会では、議員の資質及び議会としての監視機能の向上を図るため、常任委員会等の研修
に継続して取り組んでいます。
　今回は、７月に実施する各常任委員会の行政視察の事前研修として、市関係部局の担当職員
から市の各施策の現状等について説明及び
質疑を行い、理解を深めました。

≪民生地域常任委員会≫
１　開 催 日　　７月９日（火）

２　研修事項
　（１）介護予防事業及び健康教室について
　（２）中心市街地まちづくりについて

≪総務文教常任委員会≫
１　開 催 日　　７月１９日（金）

２　研修事項
　（１）学校給食センターの現状等について
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（１）７月１日（月）茨城県つくば市「教育日本一への取組について」
　　（小中一貫教育・ＩＣＴ機器整備の推進）［人口約２１万６千人・面積２８４k㎡］

＜視察の内容と特色＞　つくば市は、筑波大学、茨城県と
共同で「つくば国際戦略総合特区」を取得し、また、イン
テル株式会社との共同で「教育日本一つくば」事業を展開
しています。その原動力は「ＩＣＴ教育」と、小中学校の
交流や学校間共同学習にＩＣＴを活用した「小中一貫教育」
であります。特色として「つくばスタイル科」を設け、テ
レビ会議や電子黒板とスタディーノートを使い、生徒が学
習してきた事をまとめ、プレゼンテーションを行う等の取
組がなされています。
＜所感＞　つくば市の小中一貫教育は、施設も含め本年４
月に始まり、保護者や生徒の満足度、学力レベルの変化など、

今後の動向に注目したいと思います。小野市でも小中一貫教育の取組がなされており、将来的には
施設も含め小中一貫校の存在も具現化される事もあると感じています。
　また、ＩＣＴ教育によるプレゼンテーションでは、単なる発表ではなく、自分で課題を見付け、
思考し創造したものを発信する２１世紀型の大切なスキルとして、小野市においても益々の取り組みに
より人材育成を推進する事を期待するところです。

（３）７月３日（水）埼玉県熊谷市「子育て応援プロジェクトについて」
　　（暑さ対策日本一・日本一あつい子育て支援）［人口約２０万１千人・面積１５９k㎡］

＜視察の内容と特色＞　熊谷市と言えば、４０．９度の気温と
なった、暑さ日本一とも呼ばれる地域で、そんな暑い土地
柄ではあるものの、総合計画「子育てするなら熊谷市」を
策定し、子育て環境づくりを展開されています。小野市と
同様の中学３年生までの医療費無償化、小学校３年生まで
の児童クラブ、学童クラブにおいて、適切な遊びや生活の
場を提供し、放課後児童健全育成事業を展開されています。
＜所感＞　市独自の取り組み、国、県との連携によるもの
がありますが、熊谷市をあげての子育てしやすい環境づく
りを行政の役割として、その機能を発揮されている姿勢が
参考となりました。

（２）７月２日（火）埼玉県和光市「介護予防事業の取組について」
　　（介護認定率の低さ日本一）［人口約７万６千人・面積１１k㎡］
＜視察の内容と特色＞ 和光市は２００１年から全国に先駆けて 、
モデル的に介護予防や地域包括ケアを進めており、結果、要
介護認定率の低下や介護保険料の軽減等、成果が数字となっ
て表れています。マクロの政策決定からミクロのケアマネジ
メントの実際までを一元化したシステムとして構築し、介護
予防や地域包括ケアを推進する和光市の取組を学びました。
＜所感＞　高齢化社会における介護は必要不可欠なものとし
て考えられると同時に、生産人口が減少し、益々の人口減少
の時代背景から、今までどおりの介護施設に依存するには限
界があるのも現実です。それらから、少しでも元気で暮らせ
る環境とシステムが必要であり、今後の自治体による取組が注視されるものと思います。住み慣れた
地域で安心して医療や介護を受けられる環境をつくることが、地域包括ケアの有るべき姿ではないか
と感じました。介護にあっては、「絶対に無理をしない事」が肝心であり、介護予防については課題
と現状を踏まえ、その地域に適応した対応が望まれるものと思います。小野市においても、更なる適
切な介護と、「快適な介護予防」を目指し取り組みたいものです。

山本悟朗　前田光教　�坂純子　小林千津子　岡 嶋 正 昭　藤本修造　山中修己高

会派行政視察報告書（市民クラブ）会派行政視察報告書（市民クラブ）



１１

小野市議会だより

　９月定例会は、次の日程で開催いたしますので、
ぜひこの機会に、議会の傍聴にお越しください。

　８月３０日（金）午後２時～　本会議（第１日）

　９月１９日（木）午前１０時～　本会議（第２日）
　　　　　　　　　　　　　　　※一般質問実施

　　　２０日（金）午前１０時～　本会議（第３日）
　　　　　　　　　　　　　　　※一般質問実施

　　　２７日（金）午後１時３０分～　本会議（第４日）

　定例会の第２日（１９日）、第３日（２０日）は、議員の一般質問を行います。
　一般質問では、市長から提出された議案や、市政全般について議員が質問し、市長や部長等が答弁し
ます。なお、一般質問の内容は、質問が行われる日までに市議会ホームページで公開します。
　傍聴の手続きは、本会議の当日に本庁舎５階の受付で傍聴者名簿に記入するだけです。

9月19日（木）・9月20日（金）

一般質問が行われる9月19日（木）、20日（金）
の午前中は、「託児コーナー」を開設します。
就学前のお子さまをお持ちの保護者のみなさ
まも議会を傍聴していただくことができます。
ご希望の方は、9月11日（水）までに議会事務局

（電話 63 －1006）にお申し込みください。

　本会議を傍聴に来られた市民のみなさんに、
くつろいでいただけるよう、議場の隣接会議
室を利用して、休憩室を設けています。議場
内の傍聴席が満席の場合は、この休憩室でテ
レビモニターによって傍聴していただきます。
　休憩室の設置は、9月19日（木）と20日（金）の
2日間です。部屋には、セルフサービスのお茶
も用意しています。

傍聴者の休憩室を開設します

☆9月定例会日程☆

　昨年実施しました
議会傍聴者アンケー
トで、ご指摘いただ
いた傍聴席の快適性
を高めるため、座席
を改修しました。

議会傍聴者数の推移

平
成
20
年
度

平
成
21
年
度

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

平
成
24
年
度

４００

３００

２００

１００

０

（人）

222 225 220

360 383

傍聴者の休憩室を開設します
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【5月】�
９日　会派代表者会
　〃　　議員互助会役員会�    
　〃　　国道１７５号整備促進期成同盟会総会�    
１０日　臨時本会議�    
　〃　　会派代表者会�    
１４日　小野市人権教育研究協議会総会�    
１８日　特別支援学校運動会�    
２０日　市議会報編集委員会�    
　〃　　議員互助会役員会�    
２１日　行政視察来市（石川県能美市）�    
２２日　全国市議会議長会総会（東京）�    
２４日　議会運営委員会�    
　〃　　議員協議会�    
　〃　　加古川改修促進期成同盟会総会�    
　〃　　東播磨南北道路建設促進期成同盟会総会�    
２５日　小学校運動会�    
　〃　　小野市シルバー人材センター定期総会�    
　〃　　小野市保健衛生推進協議会�    
２６日　青野原駐屯地創設３７周年記念行事�    
２９日　ひまわり会総会�    
　〃　　小野市防災会議・水防協議会及び国民保護協議会�
３０日　小野市遺族会総会�    
３１日　６月定例会（第１日）�    
　〃　　北播政経懇話会�    
　〃　　小野市観光協会総会�    
　〃　　小野市農会長会総会� 
 
【6月】�
１日　小野市詩歌文学賞・上田三四二短歌フォーラム

１５日　関西国際大学保健医療学部看護学科
　　 開設記念シンポジウム�    
１６日　小野市女性団体連絡協議会総会�    
２０日　６月定例会（第２日）�    
　〃　　議会運営委員会�    
２１日　６月定例会（第３日）�    
２４日　小野防犯協会総会�    
２５日　総務文教常任委員会�    
　〃　　民生地域常任委員会�    
２７日　６月定例会（第４日）�    
２９日　小野市防衛協会通常総会� 

【7月】�
５日　北播磨総合医療センター企業団議員総会
９日　民生地域常任委員会研修会�    
１０日～１１日　全国市議会議長会研究フォーラム（旭川市）�    
１６日　東播・淡路市議会議長会定例会（洲本市）�    
１７日　播磨内陸医務事業組合臨時議会（加東市）�    
１８日　小野市交通安全対策委員会総会�    
１９日　議会運営委員会�    
　〃　　市議会報編集委員会�    
　〃　　北播衛生事務組合議会臨時会�    
　〃　　総務文教常任委員会研修会�    
２２日　全国市議会議長会地方行政委員会（東京）�    
２２日～２４日　総務文教常任委員会行政視察
　　　　　（北本市・戸田市・立川市）�    
２５日　兵庫県市議会議長会総会（宝塚市）�    
２６日　議員協議会
　〃　　北播政経懇話会�    
２７日　小野市ひまわり杯少年野球大会�    
２９日　行政視察来市（宮城県登米市）�    
２９日～３１日　民生地域常任委員会行政視察
　　　　　（会津若松市・三条市・見附市）�    

◎議会の動き◎◎議会の動き◎◎議会の動き◎

　５月２２日に開催された全国市議会議長会総会において、小野市議会の議員が
全国市議会議長会会長表彰（議員１０年）を受けました。
　表彰を受けたのは、加島淳議員、藤本修造議員、山中修己議員の３名で、
５月２４日に議長室において、岡嶋議長から各議員に伝達されました。

岡嶋正昭議長 加島淳議員 藤本修造議員 山中修己副議長

■お問い合わせ：議会事務局　TEL.６３－１００６　FAX.６３－４１０８


